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序	

浜
　
田
　
雄
　
介

経
緯
と
謝
辞

　

成
蹊
大
学
図
書
館
は
、
二
〇
一
六
年
夏
に
古
書
展
に
出
品
さ
れ
た
小
栗
虫
太

郎
の
草
稿
類
を
含
む
関
係
資
料
を
購
入
し
た
。
こ
の
こ
と
は
ご
遺
族
の
皆
様

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
同
年
暮
れ
に
は
本
学
訪
問
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も

と
に
遺
さ
れ
て
い
た
資
料
の
寄
贈
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
も
様
々
の
情
報
や
ご

協
力
を
頂
戴
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
秋
に
は
図
書
館
で
「
小
栗
虫
太
郎
～

P

大
　
　
　
魔
　
　
　
城

A
N
D
EM
O
N
IU
M

の
扉
を
開
く
～
」
と
題
し
た
展
示
を
行
い
、
ま
た
浜
田

の
関
わ
る
研
究
同
人
誌
『『
新
青
年
』
趣
味
』
が
小
栗
虫
太
郎
特
集
を
組
ん
で
、

収
蔵
資
料
の
一
部
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

　

図
書
館
で
は
そ
の
後
も
関
係
資
料
を
収
集
す
る
か
た
わ
ら
、
草
稿
類
の
補
修

と
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
順
次
行
っ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
整
理
し
た
上

で
撮
影
を
行
う
の
が
定
法
で
あ
ろ
う
が
、
紙
の
劣
化
が
激
し
く
、
整
理
の
た
め

に
原
稿
を
広
げ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
用
紙
の
端
が
欠
け
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
た
め
、
補
修
と
撮
影
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
資
料
の
扱
い
を
含
め
た
研
究
に
対
し
、
二
〇
一
九
年
度
よ
り
四
年
間
、

科
研
費
「
近
代
日
本
探
偵
小
説
研
究
の
基
盤
整
備
」（19H

O
12325001

）
の
助

成
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
博
士
後
期
課
程
の
大
学
院
生
及
び
専
門
知
識

を
持
つ
学
外
の
研
究
者
に
も
協
力
を
仰
ぎ
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
も
と
に
し
た
解
読

を
始
め
た
。
あ
る
程
度
ノ
ウ
ハ
ウ
が
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
一
年
度
に
は
博

士
前
期
課
程
の
院
生
、
二
二
年
度
に
は
大
学
院
修
了
生
や
学
生
の
有
志
に
も
作

業
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
現
時
点
ま
で
の
協
力
者
名
を
挙
げ
る
と
、
五
十
音

順
に
井
川
理
・
乾
英
治
郎
・
大
鷹
涼
子
・
沢
田
安
史
・
鈴
木
優
作
・
津
島
日
和
・

西
田
恭
子
・
村
木
碧
唯
・
本
田
逸
朗
・
八
木
橋
悠
太
・
雷
博
強
の
諸
氏
で
あ
る
。

　

草
稿
類
の
第
一
次
の
解
読
が
ほ
ぼ
完
了
に
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
最
初
期
か

ら
中
心
的
に
関
わ
っ
て
い
た
鈴
木
優
作
が
中
心
と
な
っ
て
資
料
の
概
略
を
発
表

作
品
に
紐
付
け
整
理
し
た
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
二
三
年
度
に
は
科
研
費
「
近

代
日
本
探
偵
小
説
の
資
料
保
存
と
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
た
基

礎
的
研
究
」(23H

O
06070001)

の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
鈴
木

小
栗
虫
太
郎
関
係
資
料
紹
介
（
一
）

―
―
「
菊
芋
」
関
係
草
稿
（
一
）、「
海
峡
天
地
会
」
草
稿	
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の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
作
品
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
再
検
討
し
、『
成
蹊
國
文
』

に
向
け
た
原
稿
作
り
を
始
め
た
。

　

図
書
館
の
所
蔵
す
る
関
係
資
料
は
草
稿
類
の
他
に
も
校
正
刷
り
や
掲
載
誌
紙

切
り
抜
き
、
取
材
ノ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
が
、
ま
ず
は
草
稿
類
の
紹
介
を

開
始
す
る
。
今
回
は
、
創
作
関
係
と
し
て
「
海
峡
天
地
会
」
草
稿
、
非
創
作
関

係
と
し
て
「
菊
芋
」
関
係
草
稿
を
翻
刻
し
た
。

　

以
上
の
簡
単
な
記
載
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
図
書
館
の
理
解
と
対
応
、
ご

遺
族
の
理
解
と
協
力
、
科
研
費
の
助
成
、
研
究
協
力
者
の
誠
実
な
作
業
が
な
け

れ
ば
本
研
究
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
心
か
ら
の
謝
辞
を
記
し
た
い
。

原
則
と
責
任

（
１
）
字
体
に
つ
い
て

　

新
字
体
、
新
仮
名
遣
い
へ
の
統
一
は
行
わ
ず
、
原
則
的
に
は
原
文
に
従
っ
た
。

異
体
字
の
う
ち
、
例
え
ば
敎
、
貭
、
𫟯
、
场
、
㦮
、
夛
、
奌
、
东
、
𭄶
な
ど
は

特
に
断
り
な
く
本
文
中
に
組
み
込
ん
だ
が
、
容
易
に
利
用
で
き
る
文
字
フ
ォ
ン

ト
が
な
い
場
合
は
新
字
体
を
用
い
、
解
説
に
そ
の
旨
を
記
し
た
。

（
２
）
使
用
記
号
に
つ
い
て

　

推
測
さ
れ
る
文
字
は
〔　

〕
で
記
し
、
解
読
不
能
な
文
字
は
□
で
示
し
た
。

　

挿
入
は
《　

》
で
示
し
た
。

　

削
除
は
取
り
消
し
線
（
取
り
消
し
線
）
を
用
い
た
。
複
数
行
を
枠
で
囲
っ
て

塗
り
つ
ぶ
す
な
ど
、
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
削
除
は
網
掛
け
（
網
掛
け
）
を
用
い

た
。
最
初
の
削
除
箇
所
を
含
め
て
よ
り
広
く
削
除
し
た
場
合
な
ど
、
取
り
消
し

線
と
網
掛
け
は
併
用
し
た
が
、取
り
消
し
線
を
重
ね
る
な
ど
の
煩
瑣
は
避
け
た
。

　

紙
幅
お
よ
び
挿
入
の
際
の
余
白
の
都
合
に
よ
る
改
行
は
、
／
を
挟
ん
で
改
行

せ
ず
続
け
た
。

（
３
）
注
記
に
つ
い
て

　

本
文
末
尾
に
、
用
紙
、
筆
具
、
特
記
事
項
、
画
像
番
号
、
第
一
次
整
理
番
号

を
記
し
た
。

　

画
像
番
号
と
は
図
書
館
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
番
号
で
あ
る
。
第
一

次
整
理
番
号
と
は
デ
ジ
タ
ル
化
以
前
の
整
理
番
号
だ
が
、
二
〇
二
三
年
十
二
月

現
在
、
原
資
料
は
こ
の
整
理
番
号
の
袋
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
責
任
体
制
に
つ
い
て

　

紹
介
す
る
資
料
の
各
ま
と
ま
り
ご
と
に
担
当
者
（
筆
頭
著
者
）
と
共
著
者
を

決
め
た
。
担
当
者
は
共
著
者
と
と
も
に
複
数
回
の
チ
ェ
ッ
ク
と
検
討
を
し
た
上

で
本
文
を
確
定
し
、
解
説
を
執
筆
す
る
。
共
著
者
の
役
割
は
個
別
の
ケ
ー
ス
で

異
な
る
が
、
原
則
と
し
て
各
ま
と
ま
り
に
眼
を
通
し
、
本
文
確
定
の
た
め
の
検

討
を
行
う
。
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小
栗
虫
太
郎
「
菊
芋
」
関
係
草
稿
翻
刻

浜
田
雄
介
（
担
当
者
）

井
川
理　

大
鷹
涼
子　

鈴
木
優
作　

八
木
橋
悠
太
（
共
著
者
・
五
十
音
順
）

　
「
菊
芋
」
関
係
の
草
稿
類
の
画
像
は
二
〇
点
確
認
で
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
そ
の
う
ち
英
文
タ
イ
プ
原
稿
を
反
古
紙
と
し
て
そ
の
裏
面
を
用
い
た
も
の
九

点
を
翻
刻
し
た
。
英
文
タ
イ
プ
原
稿
は
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
記

さ
れ
た
も
の
で
、「
会
議
派
殿
下
」
な
ど
の
取
材
資
料
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は

調
査
中
で
あ
る
。【
一
】
か
ら
【
八
】
ま
で
は
タ
イ
プ
用
紙
の
裏
面
を
横
長
に

用
い
て
縦
書
き
し
た
も
の
で
、【
九
】
は
【
六
】
の
裏
面
す
な
わ
ち
表
の
英
文

が
記
さ
れ
て
い
る
面
を
横
に
し
て
英
文
の
行
間
に
縦
書
き
し
た
メ
モ
で
あ
る
。　

【
一
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
立
趣
意
書

《
×
》
茲
に
□
□
設
立
に
関
す
る
趣
意
を
左
に
□
述
し
、《
こ
の
𫟯
大
危
局
の
秋

に
際
し
、《
茲
に
、》《
茲
に
》
敢
え
て
わ
が
》《
イ
ヌ
リ
ン
研
究
所
《
を
》
設
立

の
《
せ
ん
と
す
る
》
目
的
は
、
長
野
県
特
□
《
に
最
も
》》
豊
富
な
る
菊
芋
よ

り
果
糖
を
製
造
す
《
し
》
／
る
に
あ
り
、
且
又
、《
且
》《
又
、》
そ
の
滓
り
粕

よ
り
製
パ
ン
を
な
し
（
小
麥
粉
《
及
び
パ
ン
酵
母
》
不
用
、〔
簡
〕
單
に
且
、

化
學
的
に
《
麩
貭
並
び
に
》
糖
／
性
を
附
与
す
る
新
方
法
）
／
を
な
し
《
す
□

に
あ
る
》《
‥
‥
》《
□
□
》
□
□
□
食
糧
難
□
□
𫟯
大
な
る
□
□
を
打
開
せ
ん

と
す
る
□
に
あ
り
。

　
　
　
　
　

主
要
作
物
を
混
ぜ
ざ
る
が
代
用
食
品
製
造
を
も
っ
て

《
①
》

要
す
る
に
、《
こ
れ
は
、》
果
糖
は
□
空
中
勤
𭄶
者
並
び
に
𫟯
工
業
従
業
員
用
疲

労
《
回
復
》
剤
と
し
て
、
／
粕
パ
ン
は
、《
本
邦
》
唯
一
の
主
要
食
品
を
混
ぜ

ざ
る
主
食
用
パ
ン
と
し
て
、《
提
供
、
以
つ
て
》
軍
□
《
需
》
並
び
に
𫟯
工
業

能
／
率
増
進
《
用
》、
並
び
に
、
刻
下
の
癌
た
る
食
糧
難
を
打
開
せ
ん
と
す
る

に
あ
り
。

《
×
》
本
社
員
小
栗
栄
次
郎
は
、つ
と
に
《
科
學
的
》
探
偵
小
説
《
作
》
家
《（
筆

名
小
栗
虫
太
郎
）》
と
し
て
□
名
《
声
》
あ
り
、／
昭
和
十
六
年
十
一
月
《
指
名
》

徴
用
□
を
う
け
マ
ラ
イ
マ
ラ
イ
作
戰
に
参
加
し
、
以
後
一
年
間
、
陸
軍
報
道
／

班
員
と
し
て
《
馬
来
》
ク
ア
ラ
・
ラ
ム
プ
ー
ル
に
駐
在
す
。
そ
の
期
間
内
□
《
、》

南
方
各
地
に
夛
き
菊
芋
に
／
注
目
し
、《
□
□
□
《
公
𭄶
の
》
余
暇
を
利
し
て

は
》
ク
ア
ラ
・
ラ
ム
プ
ー
ル
□
□
《
、》
□
□
地
《
同
地
》
農
事
試
験
场
に
於

い
て
菊
芋
栽
培
並
び
に
／
果
糖
製
造
を
研
究
す
。
こ
れ
□
菊
芋
□
《
が
》
含
有

□
□
《
す
》
る
《
、》
炭
□
□
《
含
水
炭
素
》「
イ
ヌ
リ
ン
」
を
□
加
／
水
分
解

し
て
果
糖
と
な
し
、
こ
れ
を
以
つ
て
《
、》
航
空
燃
料
用
《
用
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク

剤
□
《
な
》《
た
》
る
イ
ゾ
・
／
ブ
チ
ー
レ
ン
／
の
原
料
な
る
》《
、》
ブ
タ
ノ
ー

ル
製
造
に
要
す
る
／
蔗
糖
に
代
へ
ん
と
せ
り
。
然
し
な
が
ら《
な
が
ら
》《
□
□
》

本
邦
に
於
い
て
《
は
》《
、》
／
未
だ
《
か
か
る
大
工
業
を
な
す
ほ
ど
の
》
菊
芋

は
《
の
》
量
□
□
が
な
く
、こ
こ
に
□
□
□
□
／
目
的
を
転
じ
て
《
□
□
》《
目

的
を
□
□
《
変
え
、》》
疲
労
回
復
剤
と
な
す
《
製
造
方
》《
□
□
《
製
造
》》《
方

面
》《
に
□
□
《
□
□
》《
目
的
を
転
じ
》
た
の
で
あ
る
。》
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《
×
》《
×
》
本
社
員
市
村
貞
助
は
、
北
信
に
於
け
る
大
菊
芋
《
大
》
栽
培
者
と

し
て
夙
に
令
／
名
あ
り
、
殊
に
社
員
小
栗
栄
次
郎
を
《
し
て
》
一
驚
せ
し
め
た

る
は
、同
氏
栽
培
の
芋
の
「
イ
ヌ
リ
ン
」
含
／
有
量
夛
き
《《
□
□
》
豊
富
な
る
》

事
な
り
き
。
マ
ラ
イ
の
菊
芋
に
於
け
る
含
有
率
は《
、》約
□
□
パ
ー
セ
ン
ト《
一

割
》《
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
》
程
度
。
南
信
／
□
塩
尻
在
《
並
び
に
北
海
道
》
の

も
の
は
、
一
割
《
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
》
乃
至
一
割
三
分
《
パ
ー
セ
ン
ト
》
程
度

な
る
も
、
下
高
井
郡
高
畠
／
各
地
に
奌
在
す
る
同
氏
所
有
耕
地
《
よ
り
》
の
も

の
は
、一
割
𫝀
分《
パ
ー
セ
ン
ト
》よ
り
一
割
七
分
程
度《
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
》。

□
□
《
耕
地
》
に
よ
／
つ
て
は
、
二
割
《
〇
パ
ー
セ
ン
ト
》
に
達
す
る
も
の
さ

へ
あ
り
。
要
す
る
に
こ
れ
は
、

□
夛
年
に
わ
た
る
栽
培
上
の
苦

心
／
に
よ
り
到
達
し
た
る
も
の

に
し
て
、《
と
こ
ろ
の
》
も
の

で
あ
る
。
□
□
□《
蓋
し
、》《
尚

な
ほ
今
》
春
□
《
、》
内
田
農

商
□
相
が
試
食
□
／
せ
る
菊
芋

を
《
は
》《
を
》
□
同
氏
が
提

供
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
る
事

な
ど
も
□
《
要
す
る
に
同
氏
の
》

北
信
菊
芋
界
に
於
け
る
／
□
名

声
の
一
部
を
裏
書
せ
る
も
の
な

ら
ん
。　

昭和16年クアラルンプールにて
（左から小出英男、塚本圀雄、海音寺潮五郎、小栗虫太郎）　　

かごしま近代文学館所蔵

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
一
九
八
ミ
リ
。

《
×
》《
①
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号

S2016102985_8_359

、
第
一
次
整
理
番
号250

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

【
二
】

　
　
　
　
　
《
①
》《
②
》

《
×
》
扨
て
本
年
一
月
、
以
上
両
者
間
に
提
携
成
り
、
そ
の
後
三
ケ
月
を
試
験

期
に
過
し
、
こ
こ
に
イ
ヌ
リ
ン
／
完
全
糖
化
法
な
る
。

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
一
九
八
ミ
リ
。《
①
》《
②
》

に
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号S2016102985_8_020

、
第
一
次
整
理
番
号034

。

【
三
】

　
《
航
空
燃
料
□
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
材
／
剤
の
資
源
と
し
て
、／
□
た
る
ブ
タ
ノ
ー

／
ル
製
造
原
料
と
し
て
、
今
回
》
果
糖
液
製
造
に
／
菊
芋
よ
り
工
業
的
に
成
功

せ
り
。《《
收
率
は
、》
提
出
》
見
本
通
り
の
《
濃
度
を
有
す
る
》
も
の
。
原
料

芋
□
約
六
キ
ロ
グ
／
ラ
ム
よ
り
約
一
リ
ツ
ト
ル
。
稍
濃
度
落
る
も
の
な
れ
ば
、

《
芋
》一
貫
目
よ
り
、約
一
升
可
／
能
な
り
。こ
れ
、驚
異
的
收
率
な
り
と
思
考
す
。

／
な
ほ
、
本
品
を
《
に
》《
仕
上
□
》
加
工
せ
ば
、
営
養
皆
無
に
等
し
き
蔗
糖
、

毫
末
《
些
か
》
の
甘
味
も
な
き
葡
／
萄
糖
《
等
》
と
異
な
り
、
美
味
滋
養
に
□
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□
《
滋
養
價
》
大
な
る
空
中
勤
𭄶
者
用
食
品
製
／
造
可
能
な
り
。

											　
　

			《
②
》

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
よ
く
晴
れ
た
う
つ
く
し
い
朝
だ
つ
た
。
火
が
よ
び
だ
し
た

風
で
内
港
は
波
た
か
く
、
い
ち
め
ん
の
𫟯
油
／
の
切
れ
目
切
れ
目
に
鬣
の
や
う

な
水
煙
が
お
ど
つ
て
ゐ
る
。
ガ
ヴ
ア
ナ
ー
ス
島
の
西
側
で
、
ユ
ー
・
エ
ス
航
路

の
／
豪
華
船
ウ
オ
ツ
シ
ン
ト
ン
号
が
さ
か
ん
に
燃
え
て
ゐ
る
あ
た
り
か
ら
、
ゆ

ふ
べ
の
混
乱
□
の
一
齣
を
物
語
る
や
う
な

な
ほ
他
に　

			

□
《
一
、》
果
糖
液
の
使
《
用
》
途

										　
　
　
　

一
《
⒜
》、
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
《
及
び
そ
の
原
料
と
し
て
》

《
×
》
こ
の
果
糖
液
に
ブ
チ
ー
ル
菌
を
作
用
せ
し
め
《
、》
醸
造
過
《
工
》
程
を

経
る
と
き
に
は
ブ
タ
ノ
ー
ル
と
な
る
。
／
本
邦
に
て
は
ブ
タ
ノ
ー
ル
《
を
原
料

と
し
て
、
そ
れ
》
よ
り
、
航
空
用
燃
料
用
高
オ
ク
タ
ン
價
油
「
イ
ソ
・
ブ
タ

ン
」
を
標
製
造
し
つ
つ
／
あ
り
。
し
か
も
そ
の
ブ
タ
ノ
ー
ル
を
造
る
原
料
と
し

て
、
砂
糖
三
十
万
俵
の
ほ
か
、
甘
薯
、
馬
齢
薯
／
等
、
国
民
必
需
の
食
糧
《
の

一
半
》
よ
り
原
料
を
《
の
一
半
》
を
そ
れ
に
当
て
て
居
る
現
状
な
れ
ば
、
も
し

□
□
《
こ
の
》《「
菊
芋
に
よ
る
》
果
糖
《
液
」》
／
製
造
□
□
が
企
業
化
さ
れ

た
る
曉
に
は
船
腹
を
節
し
得
る
こ
と
は
勿
論
、
□
□
□
の
《
目
下
焦
眉
の
急
の

た
る
》
食
糧
問
題
／
の
一
□
《
端
》
を
《
も
》
解
決
し
得
る
こ
と
明
か
な
り
。

け
だ
し
こ
の
果
糖
工
業
た
る
や
、
軍
需
《
化
學
》
工
業
に
於
い
て
《
中
》
残
さ

／
れ
居
る
唯
一
の
処
女
地
と
い
ふ
べ
く
、
い
ま
だ
何
人
も
製
造
不
可
能
で
《
そ

れ
が
》
今
回
《
は
じ
め
て
》
□
□
□
□
□
□
《
、は
じ
め
て
当
／
方
の
手
に
て
》

製
法
完
／
成
し
、
こ
の
《
未
墾
の
》
𫟯
□
要
部
門
に
先
鞭
し
得
る
地
位
を
□
作

り
得
た
る
も
の
な
り
。
本
年
三
月
一
杯
ま
で
／
に
農
家
と
契
約
を
完
了
し
、《
大

増
産
後
の
》長
野
全
県
の
菊
芋
を
獲
得
せ
ば《
し
遊
休
酒
造
工
场
を
活
用
せ
ば
》、

お
そ
ら
く
軍
所
要
の
ブ
タ
／
ノ
ー
ル
全
量
□
提
供
□
可
能
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　

二
《	

⒝
》、《
航
空
糧
食
酒
及
び
》
果
実
酒
製
造

《
×
》
酒
造
用
米
割
当
大
激
減
に
よ
り
、
政
府
に
て
は
果
実
酒
を
奨
勵
し
つ
つ

あ
り
。
こ
の
果
／
糖
液
よ
り
は
、
極
め
て
良
好
な
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
得
ら
れ
、

□
□
□
□
□
《
林
檎
酒
《
程
度
》
の
ご
と
き
果
実
酒
□
《
よ
》
り
も
さ
ら
に
／

一
歩
進
み
た
る
、》《
極
め
て
酒
精
分
強
き
／
ブ
ラ
ン
デ
ー
類
の
》
製
造
可
能
な

／
り
。
こ
れ
は
現
在
、
空
中
勤
𭄶
者
が
採
る
強
葡
／
萄
酒
、
強
ブ
ラ
ン
デ
ー
等

と
同
價
□
《
、》
或
ひ
は
そ
□
れ
／
以
上
の
も
の
の
現
在
軍
に
て
採
用
し
つ
つ

あ
る
空
中
勤
𭄶
者
用
の
「
航
空
酒
」
は
、
強
葡
萄
酒
、
強
ブ

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。《
②
》《
×
》

お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。
二
行
目
「
果
糖
液
製
造
に
」
の
、

文
中
に
お
け
る
位
置
は
存
疑
。
紙
面
左
上
に
割
算
の267 )1570

ら
し
き
メ
モ

の
消
し
跡
が
あ
る
。
画
像
番
号S2016102985_8_018　

第
一
次
整
理
番
号

033【
四
】

《
③
》

ラ
ン
デ
ー
の
二
種
な
れ
ど
、
果
糖
液
を
発
酵
せ
し
む
る
と
き
は
極
め
て
特
種
な

も
の
を
得
ら
れ
る
見
込
／
な
り
。《
×
》〔
糖
〕
果
糖
は
《
、
い
は
ゆ
る
單
糖
類
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に
し
て
》
糖
分
中
最
も
営
養
價
高
く
、
蔗
糖
、
葡
萄
糖
等
《
の
（
二
糖
類
》
と

は
異
な
り
胃
酸
の
／
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
胃
壁
に
直
接
吸
收
せ
ら
る
。
從

つ
て
、
□
□
□
《
そ
れ
以
外
》《「
航
空
酒
」
以
外
に
も
《
空
中
勤
𭄶
者
に
》
甘

味
を
与
へ
る
、
い
は
ゆ
る
》「
航
空
食
」《
□
の
一
つ
》
と
し
て
味
、
営
養
／
兼

備
の
も
の
を
《
製
し
得
る
見
込
。》

　
　
　
　
　
　
　

三	《
⒞
》、
一
般
向
營
《
営
》
養
嗜
好
品

《
×
》
果
糖
は
、
糖
尿
患
者
が
採
つ
て
差
支
へ
の
な
い
唯
一
の
糖
分
で
、
大
東

亜
戰
前
は
《
、》
輸
入
果
糖
一
ポ
／
ン
ド
に
付
き
六
十
弗
ほ
ど
の
高
價
な
る
も

の
な
り
き
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
、《《
今
回
の
果
糖
液
は
、》
こ
れ
を
《
□
》
更
に
》

精
製
せ
ば
こ
の
は
う
の
用
途
《
充
分
輸
入
品
に
／
代
る
も
の
□
で
》
／
も
あ
り
、

ま
た
一
時
の
《「
カ
ル
ピ
ス
」》「
ど
り
こ
の
」
式
の
《
嗜
好
的
》
営
養
剤
と
な

す
も
可
。
ま
た
、
乳
《
小
》
児
用
営
養
品
《
食
品
》
と
し
て
／
も
こ
れ
に
優
る

も
の
な
し
。

《
×
》
目
下
砂
糖
□
大
不
足
の
折
柄
、
こ
の
果
糖
液
を
砂
糖
代
用
《
品
》
と
し

て
市
販
す
る
□
《
こ
と
》
は
勿
論
可
／
能
な
□
□
□
な
れ
ど
―
―
ま
た
お
そ
ら

く
《
こ
れ
は
》
羽
が
生
え
た
や
う
に
賣
れ
る
《
で
あ
ら
う
》
こ
と
は
《
が
》
必

定
な
れ
ど
《
こ
と
は
必
定
な
れ
ど
》《
―
―
》
し
か
し
、刻
《
日
》
一
／
刻
《
日
》

と
物
資
窮
屈
に
な
り
将
来
□
□
《
、《
お
そ
ら
く
》
近
き
将
来
に
於
い
て
》
大

困
艱
苦
大
窮
乏
に
耐
え
な
ね
ば
な
ら
ぬ
《
時
□
代
□
到
来
必
須
》
と
き
《
の
こ

の
機
》に
、か
か
る
／
少
数
の
人
間
の
み
を
霑
ほ
す《
嗜
好
品
の
販
賣
は
、目《
□
》

《
刻
》
下
の
》
社
会
情
勢
か
ら
み
《
い
つ
て
も
》《
み
》
て
も
》
大
義
名
分
を
欠

く
懼
れ
あ
り
。

依
つ
て
こ
の
向
き
と
し
て
は
、軍
需
工
场
な
ど
に
纏
め
て
納
入
す
る
《
や
う
な
》

方
法
□
□
を
採
り
、
一
般
向
き
／
市
販
は
当
分
の
う
ち
と
販
賣
は
、
事
業
開
始

当
初
の
み
と
す
る
予
定
な
り
。
即
ち
市
販
用
は
／
、
営
養
□
《
剤
》
的
飲
料
と

な
す
□
□
こ
と
《
が
》
可
な
り
と
思
考
す
。《
×
な
ほ
、
果
糖
液
に
は
現
在
公

定
價
な
し
。
そ
れ
は
、
□
／
□
《
從
来
製
》
品
皆
無
の
も
の
に
公
定
價
あ
る
道

理
は
な
く
、
今
次
□
／
当
方
の
製
品
が
、
じ
つ
に
日
本
最
初
の
も
の
な
り
。》

　

た
ゞ
の　
　

四	《
⒟
》、
絞
り
粕
利
用
の
パ
ン
種
製
造

《
×
》
液
汁
を
採
り
た
る
あ
と
の
粕
は
、
あ
る
ひ
は
生
菊
芋
《
そ
の
も
の
》
は
、

乾
燥
の
の
ち
製
粉
せ
ば
□
充
分
パ
ン
□
《
製
パ
ン
用
》
／
原
料
と
な
る
。
こ
と

に
、
幾
分
の
甘
味
あ
る
が
特
色
な
り
。《
こ
》
こ
の
や
う
に
、《
と
に
か
く
》「
菊

芋
に
よ
る
果
糖
《
液
」》
製
／
造
と
は
に
於
い
て
は
《
□
》《
、
こ
の
や
う
に
し

て
》
一
つ
の
捨
て
□
る
も
の
も
な
し
。

　
　
　
　
　
　

二
、
製
品
の
改
良

《
×
》
こ
れ
を
《「
航
空
食
」
に
向
け
、
／
あ
る
ひ
は
》
営
養
剤
的
嗜
好
飲
料
も

し
く
は
薬
品
と
な
す
に
は
勿
論
、
品
貭
向
上
《
が
》
必
要
な
り
。
／
し
か
し
こ

れ
は
、ア
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
の
鍋
□
あ
れ
ば
純
白
に
近
き
も
の
の
製
造
可
能
に
て
、

ま
た
今
次
／
当
方
発
見
の
無
酸
法（《
高
圧
釜
に
□
□《
を
使
用
し
て
》》、酸《
類
》

を
使
□
用
せ
《
は
》
ざ
る
法
）
は
、
高
圧
釜
あ
れ
ば
に
よ
れ
ば
更
に
良
／
貭
の

も
の
を
得
る
を
得
。
製
□
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　

三
、
製
造
の
時
期

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。《
③
》《
×
》

お
よ
び
「〔
た
〕
ゞ
の
」
の
削
除
指
示
、
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。

画
像
番
号S2016102985_8_014　

第
一
次
整
理
番
号031
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【
五
】

《
④
》

《
×
》
製
造
の
時
期
は
、《
根
芋
の
イ
ヌ
リ
ン
含
有
量
も
つ
と
も
豊
富
な
る
冬
期

間
、
即
ち
、》
十
二
、一
、二
、三
の
四
《
ケ
》
月
《
間
》
に
限
れ
ど
も
、
し
か
し

こ
れ
は
、
沈
澱
法
に
よ
り
《
寒
気
に
よ
り
》
イ
ヌ
リ
／
ン
を
沈
澱
さ
せ
、
貯
□

蔵
せ
ば
、
そ
の
他
の
期
間
春
、
夏
期
に
て
も
製
造
し
得
る
を
得
。

ま
た
、
冬
を
《
が
》
過
ぎ
て
雪
が
溶
け
、
容
易
に
□
□
《
芋
が
》
掘
り
だ
せ
る

や
う
に
な
れ
ば
、《
自
然
》
芋
價
も
下
り
、
／
そ
の
後
る
こ
と
な
れ
ば
《
ゆ
え
》

パ
ン
種
《
そ
の
後
の
芋
を
原
料
と
す
る
、
製
パ
ン
原
料
》
製
粉
に
も
充
分
採
算

を
が
と
れ
る
次
／
㐧
な
り
。

《
×
》
以
上
の
ご
と
く
、
こ
れ
は
□
□
日
本
最
初
の
も
の
。

　
　
　
　
　
　

四
、
工
场
設
備
、

《
×
》
現
在
は
、
の
ご
と
き
、
ほ
ん
の
研
究
所
的
設
備
に
て
も
、《
充
分
》
一
日

一
石
の
製
造
機
能
率
あ
り
。《
こ
れ
を
《
稍
〻
□
□
》《
に
、
工
场
ら
し
き
設

備
を
な
し
》
能
率
的
に
使
用
せ
ば
、
／
一
日
《
悠
に
》
十
石
は
可
、
な
ほ
、》

《
こ
れ
に
、《
稍
〻
》
工
场
ら
し
き
体
裁
を
施
《
設
備
を
》
し
《
て
》
能
率
的

に
使
用
せ
ば
、
一
日
悠
に
／
十
石
は
可
。《
な
ほ
、》》
／
北
信
中
野
平
附
近
に

夛
き
遊
休
酒
造
工
场
を
利
用
せ
ば
、
年
産
約
三
万
石
は
期
／
待
し
て
も
誤
り

な
し
。
そ
の
他
、《
長
野
県
下
の
》
菊
芋
の
夛
き
土
地
、
上
田
附
近
に
も
工
场

設
置
の
望
／
み
あ
り
《
余
地
夛
し
》。
所
要
機
／
具
類
は
、
わ
ず
か
／
に
、
釜

類
、
□
絞
り
器
《
の
み
》（
こ
れ
は
、
大
工
土
地
の
大
工
に
作
ら
せ
る
て
も
出

来
る
）。
ア
ル
ミ
／
の
ニ
ユ
ー
ム
の
鍋
、
あ
る
ひ
は
高
圧
釜
あ
れ
ば
尚
可
な
れ

ど
も
‥
‥
。

《
一
行
ア
ケ
ル
》					

𫝀
、
收
益
、

《
×
》
値
段
は
、　

𫝀
、
收
益

値
段
は
《
×
》
以
上
の
ご
と
く
、《
現
在
》
こ
の
果
糖
工
業
は
唯
一
の
処
女
地

に
先
鞭
し
得
る
新
興
軍
／
需
工
業
た
る
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
国
益
、
民
益
と

も
に
、
戰
時
下
に
於
け
る
《
大
收
穫
た
る
を
疑
は
ず
―
／
□
□
□
》

の
み
な
ら
ず
《
□
□
》《
の
み
な
ら
ず
》、
□
收
益
に
於
い
て
も
非
常
な
る
相
当

《
以
上
》
の
も
の
あ
れ
ば
、
こ
の
際
速
／
急
に
企
業
化
の
要
あ
り
《
と
信
ず
》。																											

以
上

《
一
行
ア
ケ
ル
》

《
×
》
な
ほ
、
小
生
名
儀
に
て
見
本
並
び
に
説
明
、
意
見
書
、
陸
軍
航
空
本
／

部
に
提
出
済
。	

以
上

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。《
④
》《
×
》

《
一
行
ア
ケ
ル
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号

S2016102985_8_016　

第
一
次
整
理
番
号032

【
六
】

《
①
》

夛
年
放
［
棄
］
さ
れ
□
た
る
菊
□
芋
□
□
□
□
／
菊
芋
中
の
□
□
《
□
□
》
／

菊
芋
□
の
主
な　

□
□《
□
》□
□
□
□《
果
糖
□
》製
□
る
こ
□
は
、從
来〔
本

部
に
〕
て
理
／
研
、
森
永
、
あ
る
ひ
は
陸
軍
航
空
□
□
□
□
□
企
て
た
れ
ど
□
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□
□
失
敗
せ
り
。
こ
れ
は
、
製
法
／
□
□
□
□
□
、
原
料
□
《
の
》
果
糖
□
□

き
／
が
た
め
に
し
て
、
漸
く
今
回
果
糖
製
造
が
工
業
的
に
成

航
空
燃
料
用
高
級
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
製
／
造
用
と
し
て
、菊
芋
に
よ
る
《
り
す
る
》

果
糖
／
製
造
工
業
企
業
化
に
就
い
て
。

　
　
　
　
　
　

一
、「
イ
研
式
果
糖
完
全
糖
化
法
」《
①
》

《
×
》
航
空
《
燃
料
》
用
《
ア
ン
チ
ノ
ツ
ク
剤
》
高
オ
タ
タ
ン
價
油
製
造
《
高

級
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
》
原
料
た
る
ブ
タ
ノ
ー
ル
製
造
用
《
□
原
料
》
と
し
て
、
今

回
菊
芋
／
（'Jerusalem

	artichoke
）
よ
り
果
糖
液
（F

□
《r

》uctose

）

製
造
に
工
業
的
に
成
功
／
せ
り
。
菊
芋
が
含
有
す
る
夛
糖
体
成
分
《《
、》
含
水

炭
化
物
な
る
夛
糖
体
□
□
》「
イ
ヌ
リ
ン
」
よ
り
、
單
糖
体
な
る
「
果
糖
」
を

製
《
造
》
す
る
こ
／
と
は
、
從
来
理
研
、
森
永
、
あ
る
ひ
は
、
陸
軍
、
航
空
技

術
研
究
所
等
が
企
て
た
□
□
《
る
も
》
／
悉
く
失
敗
せ
り
。
原
料
芋
の
品
種
悪

か
り
し
こ
と
、《
根
芋
に
イ
ヌ
リ
ン
含
有
量
□
少
な
き
頃
を
試
造
の
時
期
に
選

び
た
る
事
。
更
に
》
製
法
が
公
式
化
さ
れ
ず
、
勘
に
頼
る
奌
／
夛
き
事
、《
、

殊
に
從
来
の
》
□
□
研
究
者
に
熱
情
な
き
《
□
□
》
こ
と
な
ど
が
そ
の
《
、「
鉱

酸
に
よ
る
分
解
糖
化
法
」
單
一
の
み
／
に
て
は
糖
化
不
十
分
な
り
し
が
》
主
な

る
原
因
に
し
て
、
た
め
に
／
現
在
は
、
不
自
由
な
る
船
腹
を
無
理
し
て
ま
で
□

□
／
試
造
□
□
□
《
外
地
》《
外
地
よ
り
》
砂
糖
を
移
入
し
、
□
□
□
□
《
□

□
□
《
の
》《
ま
た
》《
ま
た
／
そ
の
目
的
の
た
め
、》
主
要
食
糧
な
／
る
《
。》

甘
□
□
《
藷
》、
馬
齢
《
鈴
》
薯
／
《
等
を
大
量
に
消
費
《
使
用
》
し
／
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
。》

《
×
》《
さ
て
、》
今
回
当
方
試
作
の
結
果
の
收
率
は
、
見
本
通
り
の
濃
度
を
有

す
る
も
の
、
原
料
芋
／
約
六
七
《
八
》
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
約
二
貫
七
百
□
）
よ
り

約
二
□
リ
ツ
ト
ル
（
一
升
）。
こ
れ
、
驚
異
的
／
收
率
な
□
□
と
し
て
満
足
に

近
き
も
の
と
思
考
す
。
稍
〻
淡
き
も
の
な
れ
ば
芋
四
キ
ロ
／
よ
り
約
一
升
可
能

な
れ
ど
、
そ
の
程
度
の
濃
度
の
も
の
に
て
は
、
冬
期
に
於
い
て
三
週
／
間
、
夏

期
は
約
𫝀
日
間
く
ら
ゐ
に
て
発
酵
す
。
見
本
通
り
の
も
の
な
れ
ば
、
長
期
間
は

　
　
　
　
　
　
　
《（
Ａ
）》

　
　
　
　
　
　

二
、
菊
芋
に
就
い
て
、

《
×
》
菊
芋
は
現
在
、
家
畜
の
飼
《
餌
》
料
、《
菖
荷
漬
の
《
、》
□
□
混
入
物
》

福
神
漬
へ
の
混
入
物
以
外
に
は
な
ん
等
の
使
途
も
な
く
、
／
長
野
県
下
に
て
公

定
價
一
貫
目
八
㦮
、
三
十
𫝀
㦮
ま
で
は
縣
廳
に
て
默
認
と
い
ふ
の
が
現
状
／
な

り
。
し
か
も
こ
れ
は
、
他
の
い
か
な
る
作
物
に
も
適
せ
ざ
る
荒
蕪
地
に
栽
培
し

得
る
も
の
に
し
／
て
、
肥
料
は
極
僅
少
（
ア
ル
カ
リ
性
土
壤
な
れ
ば
な
《
無
》

く
て
も
可
）、
虫
害
は
絶
無
、
一
反
歩
《
所
要
種
芋
約
十
貫
《
目
》
よ
り
、
最

小
𫝀
十
《
百
》
貫
よ
り
》
よ
り
／
約
一
千
貫
の
收
獲
可
能
な
り
《（
馬
□
鈴
薯

《
の
收
獲
》
は
約
二
十
倍
な
れ
ど
、
／
菊
芋
は
《
最
低
》
𫝀
十
倍
以
上
百
倍
ま

で
）》。
と
に
か
く
、《
菊
芋
に
は
猛
烈
な
る
繁
殖
力
あ
る
こ
と
、《
川
原
、
丘
陵

地
、》》
林
檎
な
ど
の
果
樹
園
の
樹
間
に
《
□
□
《
を
□
利
用
し
》》
て
も
よ
／

く
專
用
耕
地
を
要
せ
ざ
る
こ
と
、
植
付
よ
り
收
穫
ま
で
ほ
と
ん
ど
人
手
を
要
せ

ざ
る
こ
と
、
／
等
、
増
産
は
無
辺
大
に
可
能
な
り
《
で
あ
る
》。
長
野
県
《
下
》

の
み
に
て
も
、
北
信
中
野
平
附
近
の
《
に
》
荒
／
地
一
千
町
□
□
あ
り
、
□
□

《
□
□
［
処
の
］》
□
□
□
□
□
□
□
□
し
／
得
。
即
ち
□
□
□
□
□
□
□
□
可

能
な
り
。

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。
二
箇
所
の
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《
①
》、《
×
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
赤
鉛
筆
使
用
。
冒
頭
は
青
鉛
筆
で

削
ら
れ
た
数
行
の
行
間
に
新
し
い
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。青
鉛
筆
は
他
に《
高

級
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
》《（
Ａ
）》
の
挿
入
指
示
。《
④
》《
×
》《
一
行
ア
ケ
ル
》
お

よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号S2016102985_8_100　

第
一
次
整
理
番
号095

【
七
】

《
②
》

　
　
　
　
　
　

三
、《《
現
在
》
長
野
県
下
に
於
け
る
》
菊
芋
産
出
量

菊
芋
は
わ
□
《
×
》
わ
が
国
に
於
い
て
《
け
る
菊
芋
の
栽
培
は
、》
長
野
県
《
が

主
位
》、
北
海
道
が
二
位
、
他
《
地
方
》
は
遙
か
に
下
り
ほ
と
ん
ど
／
問
題
と

な
ら
ず
。
さ
て
、
こ
こ
に
長
野
県
下
の
み
に
就
い
て
云
ふ
に
云
へ
ば
《
ふ
に
》、

大
体
全
県
下
獲
得
《
入
手
》
可
／
能
量
約
四
百
𫝀
十
万
貫
に
し
て
、そ
の
う
ち
、

《
北
信
》
長
野
電
鉄
沿
線
、
佐
伯
南
北
佐
久
郡
一
帯
／
、
塩
尻
在
桔
梗
ケ
原
を

中
心
と
す
る
三
ケ
所
が
三
大
産
地
な
り
。
そ
れ
〴
〵
、
𫝀
十
／
万
貫
程
度
産
出

し
、
本
年
度
に
於
い
《
い
ま
直
ち
に
と
云
ふ
》
て
《
も
》
そ
の
量
の
入
手
可
能

な
り
。
そ
の
𫝀
十
万
貫
合
／
計
百
𫝀
十
《
万
》
貫
を
も
つ
て
、
原
液
（
見
本
の

□
《
液
》
の
濃
度
の
約
二
分
の
一
、
即
ち
見
本
の
も
の
は
、
／
□
原
液
を
半
分

に
濃
縮
し
た
る
も
の
で
あ
る
。）
約
一
万
二
千
石
、
□
概
算
に
て
四
石
を
一
／

ト
ン
と
み
れ
ば
《
、》
約
三
千
ト
ン
の
果
糖
液
を
製
造
し
得
。《
ま
た
》
そ
れ
よ

り
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
に
《
れ
を
原
料
と
し
て
の
》、ほ
ゞ
／
同
容
積
と
し
て
《
、》

三
千
ト
ン
の
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
可
能
な
り
。

　
　
　
　
　
　

四
、
来
年
度
《
増
産
》
計
画

《
×
》
川
原
、
丘
陵
地
等
□
、
他
の
作
物
の
栽
培
を
妨
げ
ざ
る
荒
地
、
共
有
地

へ
の
栽
培
は
あ
ら
ゆ
る
方
／
面
が
賛
成
に
て
、《《
こ
と
に
》
北
信
に
て
は
、》

各
町
村
と
も
無
償
提
供
を
申
し
出
、《
そ
の
労
力
は
、》
學
徒
、
勤
労
報
国
隊
の

み
に
て
［
あ
］《
し
か
も
》
大
／
増
産
を
期
待
し
得
る
な
り
。
□
□
の
《
他
産

地
の
》《
な
ほ
他
の
／
産
地
の
》
状
況
《
動
き
を
云
へ
》
ば
、
当
方
よ
り
佐
久

地
方
に
□
働
き
か
け
快
諾
を
得
／
、
塩
尻
地
方
は
《
、
目
下
》《
、
目
下
》
談

合
中
な
る《
□
る
》《
な
る
》《
と
い
ふ
の
》が
現
状
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、

来
年
度
は
も
し
企
業
化
さ
／
へ
成
れ
ば
、
悠
に
𫝀
千
万
貫
の
は
收
獲
出
来
、
そ

れ
よ
り
約
四
十
万
石
の
原
液
／
採
取
《
可
能
》
の
見
込
で
あ
る
。《
即
ち
》
こ

れ
を
以
つ
て
、
戰
力
と
《
に
加
へ
る
と
こ
ろ
》
の
《
一
》
新
大
資
源
と
な
し
、

且
又
、
ア
ル
コ
ー
ル
製
造
／
に
要
す
る
甘
藷
、
馬
齢
《
鈴
》
薯
の
全
量
を
国
民

食
糧
に
振
り
向
け
る
を
得
ば
、／
目
下
さ
な
が
ら
断
崖
上
《
に
立
つ
思
ふ
《
ひ
》》

の
觀
あ
る
食
糧
問
題
の
一
半
を《
も
悠
に
》解
決
し
得
る
も
の
と
思
惟《
考
》す
。

／
要
す
る
に
菊
芋
こ
そ
は
、
從
来
は
ほ
と
ん
ど
《
利
用
價
値
な
く
、》
捨
て
ら

れ
て
ゐ
た
《
顧
□
□
ら
れ
ざ
り
し
》
も
の
な
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
　
　

𫝀
、
製
造
設
備

《
×
》
果
糖
液
製
造
に
要
す
る
機
具
《
類
》
は
、
じ
つ
に
簡
單
な
る
も
の
に
て

足
り
、
耐
酸
釜
（
普
通
の
大
《
鉄
》
釜
／
に
て
も
酸
使
用
量
《
ご
く
》
僅
少
な

れ
ば
、
可
成
り
長
期
間
は
保
つ
見
込
）、《
及
び
》
圧
榨
器
以
外
《
に
》
は
《
一

物
《
を
》
も
要
せ
ず
》
／
要
せ
ず
、
悉
く
《
し
か
も
》
そ
れ
は
《
、》
遊
休
酒

造
工
场
を
利
用
す
れ
ば
購
入
新
製
せ
ず
と
足
る
。
／
目
下
長
野
《
□
》
県
に
て

在
る《
下
に
て
は
》、整
備
に
よ
る
遊
休
酒
造
工
场
の
数
可
成
り
な
も
の
に
し
て
、
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《
い
づ
れ
も
利
用
を
待
ち
、
從
／
つ
て
、》
工
场
／
設
備
の
新
設
、
機
具
類
の
新

購
入
な
ど
は
絶
対
に
不
《
必
》
要
／
な
り
。
即
ち
、
製
造
命
令
下
れ
ば
明
し
か

も
、
粗
製
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
な
／
れ
ば
、
即
ち
、
生
產
は
明
日
か
ら
に
て
も
可
能

な
の
で
あ
る
。

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。

《
②
》《
×
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号

S2016102985_6_053　

第
一
次
整
理
番
号258

【
八
】

　
　
　
　
　
　
《
④
③
》
六
、《
な
ぜ
》
本
年
度
生
產
を
急
速
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
か

《
×
》
菊
芋
な
る
植
物
は
、十
一
月
中
旬
に
て
《
頃
》《
ま
つ
た
く
》
葉
幹
枯
れ
、

根
芋
成
熟
す
。
そ
れ
よ
り
、
四
月
中
《
下
》
旬
／
頃
ま
で
の
発
芽
期
ま
で
が
も

つ
と
も
イ
ヌ
リ
ン
含
有
量
豊
富
な
る
時
期
に
し
て
《（
発
芽
期
と
な
れ
ば
芋
中

イ
ヌ
リ
ン
ほ
と
ん
ど
消
失
す
）》、
即
ち
、
生
／
芋
を
も
つ
て
製
造
し
得
る
時
期

は
冬
期
間
の
み
な
り
。
然
し
そ
れ
は
、
発
今
頃
よ
り
発
芽
／
期
ま
で
に
か
け
て

芋
を
掘
り
、
そ
れ
を
《
裁
切
断
し
》
乾
燥
し
蚕
棚
を
利
用
し
て
貯
□
蔵
せ
ば
、

悠
に
、
春
、
／
夏
、
秋
の
三
期
も
変
ら
ず
製
造
し
得
る
も
の
に
し
て
《
、マ
　
マ》、《
そ

れ
を
思
へ
ば
、》
今
よ
り
約
四
十
日
間
／
《
が
も
つ
と
大
切
な
る
時
期
に
し
て
、

そ
の
間
に
》
中
に
実
着
手
せ
ざ
れ
ば
本
年
度
の
大
量
生
產
は
全
く
不
可
能
《
見

込
み
な
き
も
の
》
と
な
る
の
で
あ
る
。

《
×
》
な
ほ
菊
芋
は
、
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
分
な
れ
ば
蒸
腐
《
発
酵
》
し

易
き
傾
向
夛
分
に
あ
り
、
冬
期
／
間
に
て
も
、
約
二
週
間
を
要
す
る
东
京
へ
の

輸
送
は
困
難
な
り
《（
泥
と
共
に
凍
結
し
た
る
も
の
を
俵
詰
め
／
に
す
れ
ば
、

二
三
日
に
て
《
湿
気
の
た
め
》
猛
烈
な
水
蒸
／
気
を
発
す
）》。
ま
た
乾
燥
し
た

る
も
の
に
／
て
も
、
𫝀
月
以
降
九
月
頃
ま
で
の
《
高
温
高
濕
の
》
気
候
に
て
は

変
貭
の
懼
れ
夛
分
に
あ
り
、
た
め
に
、
蚕
棚
／
に
を
用
ひ
風
通
し
を
よ
く
□
□

□
す
る
必
要
生
ず
《
る
な
り
》。

　
　
　
　
　
　

七
、
副
產
物
に
就
い
て

《
×
》
芋
を
圧
砕
圧
搾
し
、
イ
ヌ
リ
ン
を
絞
り
取
り
た
る
後
の
残
滓
は
、
ほ
と

ん
ど
《
が
》
蛋
白
貭
□
／
な
れ
ば
、
そ
れ
を
馬
齢
《
鈴
》
薯
よ
り
澱
粉
を
採
り

た
る
あ
と
の
粕
と
混
捏
し
て
焼
け
ば
餅
／
状
の
食
品
と
な
る
。
目
下
、
工
场
給

食
が
《
次
第
に
》
不
自
由
に
《
窮
屈
に
》
な
り
つ
つ
あ
る
折
柄
、
產
業
戰
士
／

へ
の
好
個
の
給
食
品
□
贈
り
物
た
る
を
得
疑
は
ず
。
し
か
も
大
量
に
出
／
来
、

□
□
□
□
□
大
量
に
出
来
□
《
、》
そ
れ
を
当
方
に
て
は
実
費
に
て
提
供
、
價

格
／
□
□
《
値
段
も
か
な
り
》
低
廉
な
る
も
の
な
れ
ば
充
分
増
產
《
上
》
の
一

役
を
買
へ
る
も
の
と
思
考
す
。

《
×
》
見
本
は
、
そ
の
残
滓
を
小
量
の
小
麥
粉
と
共
に
焼
き
た
る
も
の
な
り
。

					　
《
一
行
ア
キ
》

　
　
　
　
　
　

八
、
他
の
利
用
方
途

《
×
》
□
注
射
用
果
糖
《
液
》
製
造
原
料
、《
そ
の
《
、
熱
量
、》
營
養
價
値
《
と

も
に
》
大
な
る
が
た
め
》
航
空
食
用
営
養
嗜
好
品
、
酒
類
製
造
等
。

				　

		《
一
行
ア
キ
》

《
×
》
以
上
の
如
く
、《
航
空
》
戰
力
に
資
す
る
新
資
源
と
し
て
、
ま
た
食
糧
問
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題
解
決
の
緊
急
／
策
の
一
つ
と
し
て
、
速
急
果
糖
工
業
企
業
化
に
就
い
て
御
裁

決
を
仰
ぎ
た
く
、／
こ
こ
に
□
《
ご
く
》
概
要
な
が
ら
□
意
見
《
説
明
》《
意
見
》

書
を
呈
出
す
る
次
第
も
つ
て
具
陳
《
呈
出
し
た
《
す
》
る
次
㐧
で
あ
る
。》

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
裏
面
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。《
④
③
》

《
×
》《
一
行
ア
キ
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
は
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号

S2016102985_8_010　

第
一
次
整
理
番
号029

【
九
】

ブ
タ
ノ
ー
ル
、《
航
空
糧
食
、》
營
養
《
剤
》
的
飲
料
《
カ
ル
ビ
ス
を
凌
駕
す
る
》、

糖
尿
病
者
、果
実
酒
、一
般
嗜
好
品（
／
粕
及
び
菊
芋
そ
の
も
の
よ
り
の
パ
ン
種
、

一
、
必
要
薬
品
、
燃
料
、

一
、
改
良
、

一
、《
現
在
の
》
設
備
、
将
来
、（
無
酸
法
、）
―
―
ア
ル
ミ
ニ
ユ
ー
ム
の
鍋

一
、

日
本
最
初
の
、

收
益

国
益
、

現
在
残
さ
れ
た
、
唯
一
の
処
女
地
（
軍
需
工
業
）

＊
英
文
タ
イ
プ
原
稿
行
間
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
縦
幅
二
〇
五
ミ
リ
。
空
白
部
に

計
算
式
（
割
算
）
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
				1,200,000

升
1.25 ）1500,000			　

　
　
4 ）	1,2000,石

　
　

							125　
　
　
　
　
　
		40　

								25　
　
　
		　
1.25 ）40000,000

画
像
番
号S2016102985_8_101　

第
一
次
整
理
番
号095

【
解
説
】（
浜
田
雄
介
）

　

小
栗
虫
太
郎
は
マ
レ
ー
従
軍
か
ら
の
帰
国
後
、「
海
峡
天
地
会
」
な
ど
の
創

作
や
マ
レ
ー
見
聞
に
基
づ
く
エ
ッ
セ
イ
を
多
数
発
表
す
る
が
、
一
方
で
菊
芋
を

め
ぐ
る
事
業
に
注
力
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
は
成
蹊
大
学
図
書
館
が
所

蔵
す
る
小
栗
虫
太
郎
関
係
資
料
の
う
ち
、
菊
芋
に
関
す
る
資
料
を
二
回
に
分

け
て
紹
介
す
る
。
小
栗
宣
治
「
小
伝
・
小
栗
虫
太
郎
」（『
紅
殻
駱
駝
の
秘
密
』

一
九
七
〇
年
、桃
源
社
）
に
よ
れ
ば
「
陸
軍
航
空
本
部
に
見
本
並
び
に
説
明
書
、

意
見
書
を
提
出
し
た
」
と
の
こ
と
で
、
そ
の
実
物
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
図
書
館
所
蔵
の
資
料
は
そ
の
下
書
き
原
稿
と
思
わ
れ
る
。
ま
と
め
て

綴
じ
ら
れ
た
り
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
原
稿
の
順
番
な
ど
は
、
本
文

内
容
と
、
用
紙
の
種
類
な
ど
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
一
連
の
文

章
は
、
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
英
文
タ
イ
プ

原
稿
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
。

		

菊
芋
は
一
九
四
四
年
の
日
本
に
お
け
る
希
望
の
食
材
で
、「
決
戦
食
に
〝
菊
芋
〟
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登
場
／
一
度
蒔
け
ば
無
肥
料
で
毎
年
収
獲
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
四
年
五
月

五
日
朝
）
な
ど
の
記
事
も
あ
る
。
二
月
に
東
條
内
閣
の
農
商
務
大
臣
と
な
っ
た

内
田
信
也
が
焦
眉
の
課
題
と
し
て
直
面
し
た
の
が
食
糧
問
題
で
あ
っ
た
が
、
右

記
事
に
よ
れ
ば
内
田
は
五
月
四
日
の
官
邸
試
食
会
で
菊
芋
を
食
し
、「
官
邸
の

菜
園
に
植
ゑ
る
と
と
も
に
全
國
に
も
普
及
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、
一
躍
戦
時

食
と
し
て
今
後
登
場
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
い
う
。
こ
の
時
内
田
の
食
し
た

菊
芋
が
、
小
栗
と
と
も
に
企
業
化
を
め
ざ
す
市
村
貞
助
の
育
て
た
も
の
だ
っ
た

こ
と
が
、
今
回
紹
介
の
資
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

小
栗
と
軍
、
ひ
い
て
は
国
策
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は

な
お
詳
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
頃
の
小
栗
の
様
子
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
小
栗

宣
治
の
証
言
が
彷
彿
さ
せ
る
。

　

信
州
中
野
（
現
在
の
中
野
市
）
に
、
休
業
し
て
い
た
製
餡
工
場
を
借
り

て
、
試
作
に
懸
命
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
莫
大
な
借
金
も
し
て
い
た
。
月

二
回
の
東
京
と
の
往
復
や
、
芋
買
付
に
新
潟
ま
で
出
か
け
た
。
そ
の
仕

事
の
関
係
か
ら
昭
和
二
十
年
五
月
に
中
野
へ
疎
開
し
た
。
国
防
色
の
ニ
ッ

カ
ー
ズ
ボ
ン
に
紺
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
父
が
、
大
釜
の
脇
か
ら
、「
も
っ
と

薪
を
く
べ
ろ
。
よ
し
、
火
を
お
と
せ
」
と
命
令
し
な
が
ら
、
長
い
柄
杓

を
い
れ
て
芋
の
煮
工
合
を
見
つ
め
な
が
ら
掻
廻
し
て
い
る
姿
は
、
い
ま

想
い
出
し
て
も
や
は
り
滑
稽
で
あ
る
。
ペ
ン
よ
り
重
い
物
を
持
っ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
男
だ
。
し
か
し
真
剣
で
あ
っ
た
。
脱
色
脱
臭
に
つ
い
て

の
研
究
は
の
こ
さ
れ
て
い
た
が
、
と
に
か
く
出
来
た
。
そ
の
製
品
は
農

業
会
、
地
方
事
務
所
な
ど
を
通
し
て
ボ
チ
ボ
チ
売
れ
て
行
っ
た
が
、
闇

米
と
の
交
換
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
味
は
甘
く
苦
く
、
時
に
酸
っ

ぱ
く
て
―
―
と
い
っ
た
何
と
も
変
て
こ
な
も
の
で
あ
る
。
が
、
あ
の
食

糧
欠
乏
の
折
に
家
族
が
飢
え
か
ら
免
れ
た
の
は
そ
の
蜜
の
お
陰
で
あ
っ

た
し
こ
の
仕
事
は
父
が
死
ぬ
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　

今
回
の
資
料
に
は
、
小
栗
の
菊
芋
研
究
が
一
九
四
二
年
の
マ
レ
ー
従
軍
体
験

に
始
ま
る
こ
と
、
単
に
食
料
増
産
に
と
ど
ま
ら
ず
科
学
に
よ
る
多
面
的
な
応
用

が
め
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
中
野
市
の
菊
芋
の
特
徴
な
ど
、
多
く
の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
公
的
機
関
に
提
出
す
る
書
類
の
下
書
き
で
あ
る
以
上
、
個
人
的

な
心
情
を
吐
露
す
る
よ
う
な
文
章
で
は
な
い
が
、
時
代
の
現
実
に
向
き
あ
う
行

動
や
思
考
に
は
、
や
は
り
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
原
文
に
従
っ
て
新
旧
字
体
の

統
一
な
ど
は
し
な
か
っ
た
が
、
崩
し
字
や
俗
字
な
ど
、
今
日
の
活
字
フ
ォ
ン
ト

に
お
い
て
再
現
困
難
な
も
の
は
新
字
体
を
用
い
て
い
る
。
画
像
で
例
を
挙
げ
る

と

（
間
）

（
個
）

（
事
）

（
種
）

（
直
）

（
得
）

（
分
）

な
ど
。
多
く
は
同
じ
崩
し
方
を
し
て
い
る
が
、「
間
」
の
例
の
よ
う
に
部
首
の

崩
し
方
に
は
幅
が
あ
り
、「
得
」「
分
」
な
ど
は
右
画
像
の
字
体
と
楷
書
に
近
い

字
体
と
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、「
置
」「
殖
」
な
ど
は
「
直
」
と
同
様
の
崩

し
方
が
さ
れ
て
い
る
。
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小
栗
虫
太
郎
「
海
峡
天
地
会
」
草
稿
翻
刻

鈴
木
優
作
（
担
当
者
）

井
川
理　

大
鷹
涼
子　

西
田
恭
子　

浜
田
雄
介　

八
木
橋
悠
太

（
共
著
者
・
五
十
音
順
）

　
「
海
峡
天
地
会
」
草
稿
の
画
像
は
【
一
】
～
【
五
】
の
五
点
。
こ
の
う
ち
【
一
】

～
【
三
】
は
、推
敲
の
際
に
三
枚
の
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
る
。［
用
紙
①
］

の
右
前
面
に
［
用
紙
②
］、
左
前
面
に
［
用
紙
③
］
が
貼
ら
れ
て
お
り
、【
一
】

は
そ
の
三
枚
を
広
げ
た
も
の
。【
二
】
は
［
用
紙
②
］［
用
紙
③
］
を
［
用
紙
①
］

の
中
央
に
向
け
て
折
り
た
た
ん
だ
も
の
で
、【
一
】
で
隠
さ
れ
て
い
た
［
用
紙
①
］

の
右
端
左
端
を
そ
れ
ぞ
れ
［
①
右
］［
①
左
］
と
し
て
翻
刻
し
た
。【
三
】
は
さ

ら
に［
用
紙
②
］［
用
紙
③
］を
上
に
向
け
て
折
り
た
た
ん
だ
も
の
で
、【
一
】【
二
】

で
隠
さ
れ
て
い
た［
用
紙
①
］の
右
下
、左
下
の
部
分
を
。
そ
れ
ぞ
れ［
①
右
下
］

［
①
左
下
］と
し
て
翻
刻
し
た
。画
像
で
は
一
つ
の
言
葉
が
二
つ
に
分
か
れ
た
り
、

挿
入
の
矢
印
が
複
数
の
画
像
を
ま
た
い
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
適
宜
補
っ

た
。
ま
た
、【
四
】【
五
】
は
、
反
古
紙
と
し
て
「
成
層
圏
魔
城
」（『
戦
時
版
よ

み
う
り
』
一
九
四
四
・
四
・
六
～
八
・
三
一
）
の
草
稿
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

【
一
】

※
用
紙
三
枚
。［
用
紙
①
］
の
右
前
面
に
［
用
紙
②
］、
左
前
面
に
［
用
紙
③
］

が
貼
ら
れ
て
い
る
。

［
用
紙
②
］

　
　
　
　

东
洋
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ス
ン
結
社
と
呼
ば
れ
る

　
　

□

㐧
一
章　

洪
門
會
（H

un	society

）
に
就
い
て

　
　
　
　
　

並
び
に
、《
旧
》
英
領
馬
来
官
憲
に
彈
圧
さ
れ
た
る
以
後
の
派
生

的
分
派
／
及
び
そ
の
地
下
的
潜
行
的
活
動

「海峡天地会」草稿【一】成蹊大学図書館所蔵
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一
、
洪
門
会
の
稱
呼

洪
門
会
（H

un	society

）、三
奌
会
、三
合
会
、三
星
会
（T

riad	soc-

／ety

）	

天
地
天テ
イ
ン
・
テ
イ
・
フ
イ

地
会
（H

eaven	and	Earth	A
ssociation

）

　
《
小
活
字
》
旧
英
領
馬
来
に
於
け
る
洪
門
会
の
二
大
分
派

義ギ
ー
ヒ
ン
コ
ン
シ

興
公
司
（Ghee	H

in	K
ongsi

）
義ギ
ー
ホ
ク
コ
ン
シ

福
公
司
（Ghee	H

ok	K
ongsi

）

　
　
　
　

二
、
そ
の
歴
史
及
び
性
貭

［
用
紙
①
］

　

東
①△

□
□

　

□

　

天
テ
ィ
ン
・
テ地

□
《
そ
の
》
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
《
△
》《
二
、
歴
史
及
び
性
貭
》

《
×
》
洪
結
社
《
門
会
》
は
、
最
初
仏
敎
並
び
に
道
敎
の
混
淆
し
た
る
一
種
の

純
粋
疑
似
宗
敎
で
あ
つ
た
が
、／
䝉
古
族
が
全
支
を
征
服
し
た
元
朝
に
至
る
や
、

俄
然
漢
民
族
国
家
復
興
を
□
目
的
と
す
る
／
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
や
う
に
な

つ
た
。
所
謂
こ
れ
が
、H

an	Shan-tung

の
率
ゐ
る
紅
／
巾
賊
の
乱
で
あ
る
。

從
つ
て
□
そ
の
後
、
再
び
漢
民
族
が
天
下
を
占
め
た
明
朝
に
於
い
て
は
、
格
別

の
／
動
き
は
な
い
□
が
、
満
洲
族
下
の
淸
朝
と
な
る
や
果
然
活
溌
と
な
り
、
な

る
動
き
を
示
し
、「
反
淸
□
《
復
》
明
《T

sing	Fan

／M
ing	Fun

》」
／
を

以
つ
て
そ
の
旗
印
と
な
す
に
至
つ
た
。
こ
れ
に
依
つ
て
見
る
に
、
洪
結
社
は
漢

民
族
に
限
ら
れ
た
る
相
互
《
扶
助
》
的
／
秘
密
結
社
で
あ
り
、《
ま
た
》
一
種

の
疑
似
宗
敎
で
も
あ
れ
ば
犯
罪
團
体
で
も
あ
り
、
更
に
一
朝
民
族
／
的
危
機
に

遭
遇
す
れ
ば
□
然
立
つ
て
叛
意
を
示
す
《
□
□
□
《
防
衛
《
、報
復
》》《
そ
の
》

反
抗
の
母
体
と
な
る
》
が
如
く
、
常
に
漢
民
族
興
亡
の
蔭
に
あ
る
□
□
《
る
こ

の
》
／
結
社
こ
そ
注
目
に
價
す
。

《
×
》
一
九
世
紀
初
頭
《
頃
》
よ
り
、
南
支
に
於
け
る
同
結
社
の
発
展
漸
く
顯

著
と
な
り
、
天
テ
イ
ン
・
ハ
ン
・
フ
イ

毋
会
な
る
□
《
仮
面
下
の
《
同
》
結
社
》
は
南
支
、
／
交
趾

支
那
は
勿
論
、
シ
ヤ
ム
の
南
部
、
北
尟
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て

《
当
時
は
》、
幾
夛
の
彈
圧
、
討
伐
も
／
更
に
効
果
は
な
か
つ
た
。
同
□
結
社
は
、

殊
に
広
东
に
於
い
て
強
力
な
る
團
結
あ
り
、
三
河
会
／
（Sam

-ho-hui

）
な
る

《
仮
》名
の
下
に
遠
く
ジ
ヤ
バ
、印
度
領
□〔
諸
〕島
□
□《
辺
》に
ま
で
達
し
た
。

《
最
初
》
英
領
／
馬
来
に
入
り
込
ん
だ
の
も
こ
の
團
体
で
あ
る
。

※
［
用
紙
③
］
の
下
、
見
え
な
い
箇
所
へ
の
挿
入

《
の
震
元
と
な
る
が
ご
と
き
迫
》

《
迫
》

《
発
す
る
が
ご
と
き
迫
》

［
用
紙
③
］

《
×
》
さ
て
、
当
時
洪
結
社
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
「
反
淸
復
明
」
の
遂
行
は
、

つ
ひ
に
／
西
歴マ
マ

一
八
𫝀
一
年
大マ
マ

平
の
乱
と
な
つ
て
爆
発
し
た
。
こ
の
洪
秀
全
の

大
乱
は
、
つ
ね
に
世
／
上
に
於
い
て
は
キ
リ
ス
ト
敎
が
思
想
背
景
で
あ
る
と
云

は
れ
る
が
、
思
ふ
に
当
時
／
の
支
那
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
敎
勢
力
な
る
も
の
に
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―
―
即
ち
、
そ
の
普
辺マ
マ

／
力
並
び
に
民
衆
の
嗜
好
、
理
解
程
度
を
考
慮
に
入
れ

る
と
す
る
な
ら
／
ば
―
―
到
底
か
か
る
大
乱
の
震
元
と
な
る
が
ご
と
き
迫
力
が

あ
つ
た
と
／
は
思
は
れ
な
い
。
首
領
洪
秀
全
は
、
洪
結
社
の
強
力
な
る
支
持
の

本
／
も
と
に
立
つ
た
の
で
あ
る
。

＊
用
紙
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
用
紙
①
の
縦
幅
は
二
〇
九
ミ
リ
、
用
紙
②
③
の
縦

幅
は
二
二
八
ミ
リ
。《
①
》「
小
活
字
」
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
赤
鉛
筆
使

用
。《
×
》
お
よ
び
一
部
の
取
り
消
し
線
、
傍
線
に
青
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号

S2016102985_6_044

、
第
一
次
整
理
番
号251

【
二
】

「海峡天地会」草稿【二】	成蹊大学図書館所蔵

※
【
一
】
と
同
一
の
用
紙
、
三
枚
。［
用
紙
②
］［
用
紙
③
］
を
［
用
紙
①
］
の

中
央
に
向
け
て
折
り
た
た
ん
だ
下
に
あ
る
、［
用
紙
①
］
の
右
左
部
分
。
そ
れ

ぞ
れ
［
①
右
］［
①
左
］
と
す
る
。

［
①
右
］

　
　
　

東
洋
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ス
ン
と
呼
ば
れ
る

　
　
　
　

洪
結
社
（H

ung	society

）
の
厂
史
及
び
性
貭
《
に
就
い
て
》

《
①
》　　
　

及
び
海
峡
□
□
□
《
英
領
馬
来
》
官
憲
に
彈
圧
さ
れ
た
《
る
》
以

後
の
派
生
的
分
派
／
並
び
に
そ
の
地
下
潜
行
的
活
動

《
△
》
洪
結
社
の
稱
呼　
　

淆　
　
　
　
　
　
　
　

假

　

□
□
会

　

天
テ
ィ
ン
・
テ地

□
《
そ
の
》
□
□

《
×
》
洪
結
社
《
門
会
》

［
①
左
］

《
思
ふ
に
□
当
時
の
支
那
に
於
け
る
キ
リ
ス
ト
敎
勢
力
な
る
も
の
に
□《
到
底
》《

―
―
《
即
ち
、》
そ
の
普
辺マ
マ

力
並
び
に
民
衆
の
《
嗜
好
》
理
解
《
程
度
》
を
考

慮
す
る
《
に
入
れ
る
》
と
す
る
な
ら
ば
―
―
到
底
》》
か
□
□
□
□
□
《
□
□
》

□
□
力
が
あ
つ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。《
□
□
《
首
領
》》
洪
秀
全
は
、
洪
結
社

の
□
《
思
想
》
力
な
る
支
持
の
下
に
／
立
つ
た
の
で
あ
る
。

＊
用
紙
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。《
①
》「
小
活
字
」
お
よ
び
一
部
の
挿
入
指
示
に
赤
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鉛
筆
使
用
。《
×
》「
淆
」「
假
」
お
よ
び
一
部
の
取
り
消
し
線
に
青
鉛
筆
使
用
。

画
像
番
号S2016102985_6_045

、
第
一
次
整
理
番
号251

【
三
】

※
【
一
】【
二
】
と
同
一
の
用
紙
、
三
枚
。［
用
紙
②
］［
用
紙
③
］
を
上
に
向

け
て
折
り
た
た
ん
だ
下
に
あ
る
、［
用
紙
①
］
の
右
下
、
左
下
部
分
。
そ
れ
ぞ

れ
［
①
右
下
］［
①
左
下
］
と
す
る
。

［
①
右
下
］

　
　
　
　
　
　
　
　

ty

）
の
厂
史
及
び
性
貭
《
に
就
い
て
》

「海峡天地会」草稿【三】成蹊大学図書館所蔵

　
　
　
　
　
　

憲
に
彈
圧
さ
れ
た
《
る
》
以
後
の
派
生
的
分
派

　
　
　
　
　
　

的
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
假
》　

T
riad	society

）(

目
下
他
に
参
考
材
料
な
く
、
／
《
こ

れ
に
対
し
》
適
当
な
訳
名
な
し)

　
　
　
　
　
　
　
　

A
ssociation

）

　
　
　
　
　
　
　
　
（Ghee	H

in	K
ongsi

）

　
　
　
　
　

［
①
左
下
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
𫝀
一
年
太
平
の
乱
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

背
景
で
あ
る
と
云
は
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
思
想
》
力
な
る
支
持
の
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
□
□
《
首
領
》》

＊
用
紙
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。
一
部
の
挿
入
指
示
に
赤
鉛
筆
使
用
。《
×
》「
假
」

お
よ
び
一
部
の
取
り
消
し
線
、
傍
線
に
青
鉛
筆
使
用
。「T

sing	Fan

／M
ing	

Fun

」
の
取
り
消
し
線
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
全
体
と
し
て
【
一
】［
用

紙
①
」
へ
の
挿
入
と
削
除
と
し
て
処
理
し
た
が
、
削
除
は
青
鉛
筆
に
よ
り

「T
sing	Fan

／M
ing	Fu

」
の
部
分
に
な
さ
れ
て
い
る
。「
反
清
復
明
」
の

「
復
」
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
「n

」
は
入
ら
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
の
青
鉛
筆

は
採
用
記
号
の
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
用
紙
①
の
覆
い
と
黒
鉛
筆
に
よ
る

別
の
削
除
指
示
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
た
と
判
断
し
た
。
画
像
番
号

Tsing	Fan
Ming	Fun
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S2016102985_6_046

、
第
一
次
整
理
番
号251

【
四
】

《
×
》「
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、《
、
張
崙
こ
と
》《
何
》
錫
东
が
ど
う
し
て
ゐ
る
か

と
い
ふ
こ
と
は
、
僕
も
任
務
□
《
上
》、
ち
よ
つ
と
云
へ
な
い
こ
と
な
ん
す
□

《
よ
。》
し
か
し
《
で
す
ね
》、
も
し
も
あマ

マ
な
に
こ
ん
な
こ
と
を
お
／
願
ひ
し
た

と
し
た
ら
…
《
、
ど
う
で
せ
う
。》
つ
ま
り
あ
な
た
に
《
そ
れ
は
》、
あ
な
《
た
》

に
あ
の
何
錫
东
を
見
て
も
ら
つ
て
《
ふ
》。
さ
う
し
て
そ
れ
が
、
は
た
し
て
真

の
何
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
、《
そ
の
辺
の
□
□
□
、》
鑑
別
□
が
《
、》
／

あ
な
《
た
》
に
□
□
□
□
□
□
□
《
出
来
る
だ
ら
う
か
、ど
う
か
、」》《
×
》「《
え

え
、》
あ
の
男
の
こ
と
な
ら
、
毛
穴
の
数
ま
で
知
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
ね
《
を
り

ま
す
よ
》。」
と
、《
□
□
》
翠
芳
が
□
□
《
□
□
と
》
云
ふ
の
で
あ
る
《
が
投

げ
つ
け
／
る
や
う
に
、》《
い
ふ
の
だ《
で
あ
る
》》。「《
だ
か
ら
》も
し《
□
》《
、》

あ
の
男
を
み
た
ら
、
／
い
ろ
〳
〵
な
こ
と
を
《
が
》
憶
ひ
だ
し
《
さ
れ
》
て
く

る
で
せ
う
。
た
と
へ
ば
《
別
の
》、
姿
か
た
ち
ま
で
す
つ
か
り
同
じ
《
じ
《
な
》

別
の
》
男
で
あ
つ
て
も
《
た
に
し
ろ
》、
し
ば
ら
く
私
が
み
て
ゐ
た
ら
、
き
つ

と
□
□
□
□
／
觀
破
す
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。」《
×
》「
い
づ
れ
《
は
》、
そ

□
□
□
□
《
さ
う
し
て
貰
ふ
こ
と
が
、》
実
現
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
□
《
よ
》。

だ
か
ら
そ
れ
／
ま
で
は
、
何
□
□
□
□
□
□
□
《
の
□
□
□
□
□
い
つ
さ
い
》

《
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
つ
さ
い
》
僕
を
追
求
し
な
い
／
で
く
だ
さ
い
。」
と

い
つ
て
《
翠
芳
の
せ
が
み
か
ら
》《
や
つ
と
》
□
□
□
□
□
□
□
。《
と
い
つ
て
、

翠
芳
の
せ
が
み
か
ら
《
や
つ
と
》
□
□
□
遁
れ
で
て
《
□
、》
□
□
一
息
□
□

□
□
だ
《
□
□
□
》
し
か
し
《
す
る
と
、》
□
□
□
《
□
□
》
□
□
□
□
い
ま

の
ひ
た
む
き
さ
□
□
□
□
□
□
。《
か
ら
、
ま
た
し
て
も
》
翠
芳
の
《
そ
こ
へ

ま
た
新
ら
し
く
翠
芳
の
こ
と
が
胸
を
ふ
さ
ぎ
、
い
ま
の
、
ひ
た
む
き
さ
、
あ
の

／
惨
め
さ
が
考
へ
ら
れ
て
く
る
。》》《
□
□
《
□
□
《
て
》《
た
》
□
□
□
》
□

□
□
□
□
□
□
□
《
き
》
□
□
と
同
時
に
《
ま
た
》《
、》《
こ
の
気
の
毒
な
花

旦
に
つ
い
て
考
へ
た
。》
□
□
□
□
□
□
□
□
／
は
じ
め
た
。
も
う

《
×
》《
い
ま
や
》
□
□
翠
芳
は
、《
□
□
招
き
返
し
や
う
□
の
な
》
落
陽
□
□

□
の
□
み
□
□
□
□
□
□
□
□
□《
□
面
し
て
ゐ
る
》《
の
ま
へ
に
立
つ
て
ゐ
る
》

《
に
面
し
て
ゐ
る
。》。
声
は
つ
ぶ
れ
《
た
。》
□
□
《《
あ
の
》
花
旦
》
と
し
□

□
《
た
ら
》《
て
の
、》《
て
の
、》
換
け
□
《
代
》
へ
の
な
い
も
の
を
う
し
な
つ

て
、《
た
。》
／
□
□
□
《
さ
う
し
て
も
》
な
ほ
、
生
き
な
が
《
永
》
ら
へ
《
て
》

ゆ
く
《
か
ね
ば
な
ら
ぬ
》
こ
と
は
翠
芳
の
気
性
を
知
る
だ
け
に
、
そ
れ
は
小
暮

に
も
察
す
る
に
あ
ま
り
あ
る
こ
と
だ
つ
た
。
ゆ
ふ
べ
の
／
演
技
の
、
毒
婦
金
蓮

の
あ
の
精
□
□
《
細
き
は
ま
る
》《
細
き
は
ま
る
》
写
実
と
い
ふ
の
《
や
つ
》
も
、

／
実
際
《
ま
こ
と
》
は
、
翠
芳
が
觀
衆
へ
で
は
な
く
《
□
》
自
分
自
身
に
む
け

て
演
技
し
て
ゐ
る
こ
と
は
分
《
、
わ
か
る
》
□
□
の
だ
。
そ
れ
は
《
い
は
ゞ
そ

れ
は
、》《
も
う
帰
れ
ぬ
広
东
の
舞
／
台
へ
の
鄉
愁
と
》絶
望
□
□
□《
の
な
か
で
》

し
つ
つ
も
日
を
／
お
く
る
《
つ
て
い
る
》。
翠
芳
□
気
の
毒
《
翠
芳
に
と
れ
ば
》

唯
一
の
《
心
の
》
糧
で
あ
□
《
の
》
□
《
こ
の
う
へ
な
い
》
□
□
□
□
□
唯
一

無
二
□
□
慰
□
め
□
□
□
□
に
ち
が
ひ
な
い
。
／
そ
こ
へ
、
□
□
□
《
か
れ
》

を
□
《
葬
》
つ
た
何
が
こ
の
町
に
ゐ
る
と
傳
へ
た
小
暮
の
迂
勝マ
マ

さ
は
、《
充
分
》

翠
芳
の
□
□
□
□
□
《
こ
れ
か
ら
に
□
□
《
つ
い
》
て
》
責
任
を
／
も
た
□
ね

ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
て
く
る
。
と
、□
□
□
《
滅
夛
に
》
煙
草
を
や
ら
ぬ
《
、》
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翠
芳
の
は
う
か
ら
、
け
む
り
が
流
れ
て
く
る
。
／
□
□
は
、
□
□
□
□
□
《
組

ん
だ
》
腕
を
さ
す
り
な
が
ら
ど
こ
か
白
々

＊
縦
幅
二
五
五
ミ
リ
の
用
紙
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。《
×
》
お
よ
び
一
部
の
挿
入

指
示
に
赤
鉛
筆
使
用
。
画
像
番
号S2016102985_8_246

、
第
一
次
整
理
番
号

192

昭和17年クアラルンプールにて
（前列海音寺潮五郎、後列左から小出英男、塚本圀男、小栗虫太郎）

かごしま近代文学館所蔵

【
五
】

《
×
》
解
剖
の
翌
日
、傳
染
病
者
の
梁
の
死
体
□
《
は
》《
が
》
荼
毘
に
ふ
《
附
》

さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
そ
の
寸
前
ま
で
《
は
》
飯
沼
□
《
□
は
》
屍
体
室

に
こ
も
つ
て
ゐ
る
《
た
》。
／
小
暮
が
、
電
話
が
きマ

のマ

で
病
院
そ
こ
か
ら
、
電

話
が
か
か《
掛
》つ
て
き
た
の
で
飛
ん
で
い
つ
て
み
る
と
、《
暑
さ
と
》死
臭〔
が
〕

こ
も
つ
た
《
□
》《
で
む
つ
と
な
る
や
う
な
》
う
す
暗
が
り
の
な
か
に
、
飯
沼

の
眼
／
□
《
□
が
ギ
ロ
ツ
〳
〵
と
》
ひ
か
つ
て
ゐ
る
。
か
れ
は
、《
も
の
も
云

は
ず
、》
死
体
の
右
腕
を
あ
げ
□
、

《
×
》「
お
い
、
み
ろ
《
□
》。」
と
、
小
暮
に
し
め
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、

鞭
蟲
を
こ
ろ
す
チ
ノ
ソ
ー
ル
注
射
の
あ
と
が
、
ぽ
つ
ん
〳
〵
と
あ
の
《
條
》
痕

□
の
う
へ
に
あ
る
だ
け
だ
つ
た
。
／
な
ん
だ
、
こ
れ
が
―
―
と
、
小
暮
が
怪
訝

さ
う
に
顔
を
あ
げ
る
と
、

《
×
》「
□
注
射
の
数
が
□
□
□
□
□
□
《
ね
え
、さ
し
ず
め
君
《
の
小
説
》
な
ら
、

も
の
□
言
ふ
注
射
―
―
と
で
も
い
ふ
の
だ
ら
う
。》。
僕
は
、
チ
ノ
ソ
ー
ル
注
射

を
二
回
し
か
し
な
か
つ
た
が
、こ
の
腕
に
は
三
つ
の
痕
が
あ
る
。
わ
か
る
か
ね
。

／
し
な
か
つ
た
筈
な
の
に
、
□
□
《
の
》
注
射
の
《
痕
》
□
が
《
、
な
ぜ
》
一

つ
夛
い
か
。」
と
い
つ
て
、
□
□
石
の
死
体
□
石
の
死
体
《
置
》
台
の
う
へ
か

ら
一
本
の
針
を
と
り
あ
げ
、飯
沼
は
そ
／
れ
を
鼻
に
近
附
け
た
。
□
《
×
》「
こ

い
つ
を
□
刺
し
た
ん
だ
。
し
か
し
、
表
面
注
射
の
や
う
に
み
え
る
か
ら
、
い
つ

か
う
に
分
ら
な
□
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
サ
カ
イ
／
《
族
》
の
矢
毒
の
イ
ポ
ー

に
・
と
い
ふ
、
印
度
□
□
□
《
に
あ
る
》
灌
木
の
実
汁
を
ま
ぜ
た
、
瞬
間
死
の

猛
毒
だ
。
張
君
、
張
崙
、
い
や
梁
の
死
は
他
殺
な
ん
だ
ぜ
。
／
□
に
は
、
□
□
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□
矢
毒
ブ
ル
ー
シ
ン
も
南
米
の
ク
ラ
ー
レ
も
あ
る
。

《
×
》
さ
う
し
て
、
□
《
数
日
間
に
わ
た
る
飯
沼
の
努
力
で
い
よ
〳
〵
》
梁
の

死
が
他
殺
と
わ
か
る
と
、《
ま
た
《
し
も
》》
□
□
《
□
□
》
小
暮
の
思
ひ
が
□

翠
芳
の
は
う
へ
飛
ん
で
ゆ
く
。
帰
り
が
け
に
町
に
で
て
□
ま
つ
白
な
《
に
か
ゞ

や
く
》
□
□
／
《
両
側
の
家
屋
《
の
家
》》
の
あ
ひ
だ
に
透
く
、
あ
の
天
靑
色

の
空
。《
南
の
め
ぐ
み
の
、》
き
ら
〳
〵
燃
え
る
《
□
立
つ
□
□
□
》
□
□
□
□

□
《
や
う
な
□
□
□
□
》《
立
つ
□
□
□
》
鉱
物
的
な
碧
［
の
濃
］
□
。
が
□

□
□
□
溶
け
だ
し
た
や
う
□
《
が
溶
け
だ
し
た
か
の
《
や
う
な
《
や
う
な
》》

陽
光
を
浴
／
び
て
も
、
小
暮
の
心
は
□
□
□
、》《
く
ら
い
憂
欝
の
な
か
で
／
霽

れ
な
か
つ
た
。》
／
か
□
し
ら
、
い
や
、
た
し
か
に
翠
芳
だ
ら
う
□
―
―
と
、

／
何
錫
东
な
ら
ば
と
も
か
く
、
た
い
へ
ん
な
誤
殺
を
演
じ
□
□
□
《
や
つ
て
の

け
》
た
翠
芳
□
《
は
、
つ
ひ
に
》、《
最
後
の
悲
劇
を
牢
獄
の
な
か
で
、
／
演
ず

る
の
で
は
な
い
か
。》

＊
縦
幅
二
五
七
ミ
リ
の
用
紙
に
黒
鉛
筆
で
記
載
。《
×
》、
一
部
の
挿
入
指
示
、

お
よ
び
「
鞭
蟲
」
か
ら
欄
外
ま
で
引
か
れ
た
線
と
「
３
」
に
赤
鉛
筆
使
用
。
全

体
の
取
り
消
し
線
に
青
鉛
筆
使
用
。
左
上
部
を
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
文
最
後

三
行
の
行
頭
は
判
読
不
可
。
画
像
番
号S2016102985_6_101

、
第
一
次
整
理

番
号273

。
な
お
本
草
稿
は
反
古
紙
と
し
て
「
成
層
圏
魔
城
」（『
戦
時
版
よ
み

う
り
』
一
九
四
四
・
四
・
六
～
八
・
三
一
）
の
草
稿
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

【
解
説
】（
鈴
木
優
作
）

　

本
翻
刻
は
、「
海
峡
天
地
会
」
が
『
新
青
年
』
誌
上
に
お
い
て
一
九
四
三
年

三
月
に
発
表
さ
れ
る
以
前
の
、
初
期
の
草
稿
で
あ
る
。

　

本
作
の
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
太
平
洋
戦
争
で
、
日
本
軍
が
マ

レ
ー
を
進
攻
す
る
最
中
の
話
で
あ
る
。
マ
レ
ー
か
ら
タ
イ
方
面
に
国
境
を
越
え

て
派
遣
さ
れ
た
緒
形
隊
は
、
全
マ
レ
ー
の
治
安
に
関
す
る
ほ
ど
の
重
大
な
特
命

を
担
っ
て
い
た
。イ
ン
ド
か
ら
ビ
ル
マ
を
抜
け
て
マ
レ
ー
に
潜
入
す
る
と
い
う
、

大
秘
密
結
社
・
天
地
会
の
首
領
・
張チ
ョ
ン
ル
ン崙を
捕
え
る
と
い
う
任
務
で
あ
る
。張
崙
は
、

か
つ
て
マ
レ
ー
で
何
ホ
ー
・
シ
ェ
ク
ト
ン

錫
東
と
い
う
興
行
師
に
な
り
す
ま
し
て
い
た
。
張
崙
ら
し

き
、
梁
リ
ョ
ン
・
テ
イ
ツ
・
サ
ン

鐵
生
と
い
う
男
が
捕
ま
っ
た
。
ク
ア
ラ
・
ラ
ム
プ
ー
ル
で
報
道
班
所
属

の
作
家
・
小
暮
と
飯
沼
軍
医
は
、
真
に
張
崙
で
あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
、
梁

を
天
地
会
の
入
会
式
に
模
し
た
状
況
に
置
い
て
み
る
が
、
関
係
者
ら
し
き
反
応

は
な
い
。
か
つ
て
興
行
師
・
何
に
声
を
つ
ぶ
さ
れ
た
、
広
東
芝
居
の
女
形
・
李
リ
ー
・

翠ツ
イ
フ
ォ
ン
芳
を
知
り
、
梁
が
何
、
即
ち
張
崙
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
極
め
さ
せ
よ
う
と

す
る
が
、
首
実
検
中
に
梁
が
死
ん
で
し
ま
う
。

　
【
一
】【
二
】【
三
】
は
「
一
、
洪
花
亭
再
建
」
の
後
半
で
語
り
手
が
天
地
会

を
説
明
す
る
場
面
、【
四
】
は
「
三
、
花
旦
『
李
翠
芳
』」
の
後
半
で
小
暮
が
李

翠
芳
に
梁
の
首
実
検
を
依
頼
す
る
場
面
、【
五
】
は
「
四
、
光
り
か
ゞ
や
く
闇
」

の
中
盤
で
梁
の
死
体
に
毒
の
注
射
痕
が
発
見
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。

　

本
作
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
小
栗
は
一
九
四
一
年
一
一
月
に
陸

軍
報
道
班
員
と
し
て
マ
レ
ー
に
行
き
、
翌
一
九
四
二
年
末
に
帰
国
し
て
お

り
（
小
栗
宣
治
「
小
伝
・
小
栗
虫
太
郎
」『
紅
殻
駱
駝
の
秘
密
』
桃
源
社
、
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一
九
七
〇
・
五
）、こ
の
時
の
従
軍
体
験
を
基
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
谷
口
基『
戦

前
戦
後
異
端
文
学
論
―
―
奇
想
と
反
骨
―
―
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
九
・
五
）
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
発
表
後
の
一
九
四
三
年
四
～
一
二
月
に
か
け
て
『
新

青
年
』
で
連
載
さ
れ
た
読
物
「
馬
来
風
物
（
南
方
風
物
・
マ
ラ
イ
風
物
）」
に
、

本
作
の
ア
イ
デ
ア
が
散
見
さ
れ
る
。【
一
】【
二
】【
三
】
に
お
け
る
洪
門
会
に

つ
い
て
は
「
秘
密
結
社
『
白
バ
ン
デ
ー
ラ
・
プ
テ
ー
・
コ
ン
ツ

旗
会
』」（
一
九
四
三
年
一
一
月
）
で
、
次
の
よ
う

に
資
料
入
手
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
数
日
前
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
コ
ー
ラ
ン

ポ
ー
市
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ソ
ン
會
館
を
捜
索
し
て
、
多
量
の
押
収
品
を

得
た
。
そ
れ
に
は
、
入
會
式
用
の
本
も
の
の
骸
骨
が
あ
り
、
金
色
燦
然

た
る
儀
式
用
の
装
束
類
が
あ
り
さ
う
し
て
な
ほ
、
五
百
册
に
も
お
よ
ぶ

フ
リ
ー
・
メ
ー
ソ
ン
關
係
の
書
籍
類
を
得
た
。
で
、
そ
の
な
か
に
、
私

の
注
意
を
こ
と
さ
ら
惹
い
た
三
巻
の
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
が
題
名
を

「
洪
フ
ン
・
ソ
サ
イ
テ
イ

門
會
」（
ウ
ォ
ー
ド
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
共
著
の
限
定
出
版
の
も
の
）

と
い
ひ
、
か
の
漢
民
族
の
大
秘
密
結
社
「
天
地
會
」
の
こ
と
を
書
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、【
四
】【
五
】
に
登
場
す
る
李
翠
芳
に
つ
い
て
は
実
在
す
る
「
広
東
の

名
女
形
」
で
あ
る
こ
と
が
「「
万
年
青
」
劇
団
」（
同
九
月
）
で
触
れ
ら
れ
、【
五
】

に
登
場
す
る
イ
ポ
ー
の
毒
に
つ
い
て
は
「
馬
来
の
毒
」（
同
四
月
）
に
そ
の
紹

介
が
あ
る
。

　

終
戦
後
に
虫
太
郎
が
没
し
た
の
ち
、本
作
は
『
海
象
に
舌
な
き
や　

其
の
他
』

（
木
々
高
太
郎
監
修
、
推
理
小
説
叢
書
第
八
巻
、
雄
鶏
社
、
一
九
四
七
年
五
月
）

に
収
録
さ
れ
た
が
、「
海
象
に
舌
な
き
や
」
と
改
題
さ
れ
大
幅
な
改
稿
が
施
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
の
草
稿
に
お
い
て
初
出
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、【
一
】
の[

用
紙
②]

に
書
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
初
出
部
分
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。　

さ
て
こ
こ
で
、
東
洋
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ソ
ン
結
社
と
よ
ば
れ
る
こ
の

「
天
テ
イ
ン
・
テ
イ
・
フ
イ

地
會
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
や
う
に

思
は
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
張
崙
と
は
一
體
い
か
な
る
人
物
か
と
云
ふ
こ

と
に
つ
い
て
も
ま
だ
讀
者
諸
君
は
な
に
も
知
ら
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
こ
ち
よ
つ
と
硬
い
記
述
が
續
く
や
う
で
あ
る
が
、

な
に
し
ろ
、
こ
れ
が
本
篇
の
骨
子
の
こ
と
ゆ
ゑ
、
し
ば
ら
く
御
辛
抱
ね

が
ひ
た
い
。

　

天
地
會
は
、
他
に
さ
ま
〴
〵
な
名
稱
を
も
つ
て
ゐ
る
。
洪
門
會
と
も
、

三
點
會
三
合
會
、
三
星
會
と
も
い
は
れ
る
が
、
で
は
こ
の
結
社
が
い
つ

頃
起
つ
た
か
と
い
ふ
と
、
そ
の
邊
は
遺
憾
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
天
地

會
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
か
の
、
劉
備
、
關
羽
、
張
飛
の
桃
園
結
議
が

そ
も
〳
〵
の
始
ま
り
と
い
ふ
の
だ
が
、
ま
づ
こ
れ
は
、
彼
ら
の
神
話
で

し
か
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。
と
に
か
く

　

草
稿
で
は
「
东
洋
の
フ
リ
ー
・
メ
ー
ス
ン
結
社
と
呼
ば
れ
る
」「
第
一
章　

洪
門
會
（H

un	society

）
に
就
い
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
出
で
は
「
一
、
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洪
花
亭
再
建
」
後
半
に
、
緒
形
隊
出
発
後
に
語
り
手
が
天
地
会
を
説
明
す
る
文

が
、
作
品
冒
頭
の
第
一
章
に
構
想
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
初
出
に

「
こ
こ
ち
よ
つ
と
硬
い
記
述
が
續
く
や
う
で
あ
る
が
、
な
に
し
ろ
、
こ
れ
が
本

篇
の
骨
子
の
こ
と
ゆ
ゑ
、
し
ば
ら
く
御
辛
抱
ね
が
ひ
た
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、

小
栗
は
こ
の
箇
所
を
説
明
的
な
「
硬
い
記
述
」
と
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
冒
頭

に
置
く
こ
と
を
避
け
て
、
ま
ず
物
語
を
駆
動
さ
せ
導
入
で
読
者
を
引
き
込
ん
で

か
ら
説
明
を
挿
入
す
る
と
い
う
発
想
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
に
は
、「
最
初
→
さ
い
し
よ
」「
至
る
や
→
い
た
る
や
」
な
ど
漢
字
が
仮
名
に

多
く
修
正
さ
れ
、「
に
於
い
て
は
→
で
は
」「
が
如
く
→
や
う
に
」
な
ど
文
語
的

表
現
が
平
易
な
表
現
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、読
み
や
す
さ
へ
の
配
慮
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
草
稿
で
は
「
天
地
會
」
の
名
称
は
一
度
の
み
使
わ
れ
、
他
は
「
洪
門

会
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

漢
字
の
字
体
は
「
菊
芋
」
関
係
草
稿
と
同
様
の
処
理
を
し
た
。
崩
し
字
や
俗

字
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

（
漢
）

（
旗
）

（
衆
）

（
真
）

（
派
）

（
来
）

（
腕
）

（
は
ま
だ
・
ゆ
う
す
け　

本
学
教
授
）

（
す
ず
き
・
ゆ
う
さ
く　

鹿
児
島
大
学
特
任
助
教
）

（
い
が
わ
・
お
さ
む　

熊
本
学
園
大
学
講
師
）

（
お
お
た
か
・
り
ょ
う
こ　

博
士
（
文
学
）・
夢
野
久
作
研
究
）

（
に
し
だ
・
き
ょ
う
こ　

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
生
）

（
や
ぎ
は
し
・
ゆ
う
た　

立
正
大
学
付
属
立
正
中
学
・
高
等
学
校
専
任
講
師
）


